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インドネシア・中央カリマンタン州におけるREDD+に
関する新メカニズム実現可能性調査

1

インドネシアにおける森林セクターにおける緩和対策の位置付け

 インドネシアにおける森林減少・劣化由来のGHG排出量は、2005には16億t-CO2、そして2006

年には20億t-CO2と報告される等、その量は莫大な量に達しており、その対策が地球規模で重要

となっている。

図 インドネシアにおける直近及び将来のGHG排出量予測
※森林吸収源（LULUCF及びPeat）からのGHG排出量の割合が極めて大きい
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2

森林からオイルパームへの土地利用変化が進んでいた

調査対象地の概要分析
（環境省地球環境研究総合推進費 B-091）

Oil PalmForest Fire

2011年度のフォーカスポイント

【適切なクレジット認証制度へのPDD提出】
REDDプラスの本格実施を想定し、二国間オフセット・
クレジット制度の動向、及びプロジェクト実施者・ステー
クホルダーとの調整を進める。その上で具体のREDD
プラス活動を実施する。

2012年度以降： REDDプラス活動の本
格実施・PDDの作成・提出

【科学的/地術的課題への対処】
参照レベルの設定、MRVシステムの構築/等

【社会・経済調査の実施】
森林減少・劣化の要因分析、及び持続可能な森林・土地利
用計画の立案/等

【その他】
インドネシア中央政府/中央カリマンタン州政府等のREDD
プラスに関する動向分析/等

本実現可能性調査の実施フロー
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Light brown: Melaleuca sp. Forests

インドネシア全土

カリマンタン島.

調査対象地（赤字箇所）

調査地の位置

1985年の土地利用図（LANDSAT TM）

2008年の土地利用図（LANDSAT TM）

調査地における土地利用変化

調査地はセバンガウ国立公園の南方に位置している

調査対象地及び調査対象地における土地利用変化の概要
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焼畑農業の実施

泥炭林における排水路対象地周辺の運河

調査地の概要： 土地利用の状況

火災後に植林地へ転換された土地

5

調査地の概要： 空中写真による土地利用の状況
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調査地における土地利用状況

天然性二次林

天然性二次林

メラルーカ林

Acacia mangium林

農地

排水路

7

調査地における土地利用変化と森林減少・劣化のDriving Factors

天然林

1970年代以降の伐採コンセッ
ション、火災により二次林化

天然性二次林

湿原草地

メラルーカ林

一時的な農地化
大規模な森林火災

定期的な森林火災

農地利用

アカシア林

耕作放棄と過剰利用＋乾燥化
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天然林

天然性二次林

湿原草地

メラルーカ林農地利用

アカシア林

本実現可能性調査で得られた想定される具体的なREDDプラス活動

農地化の防止
森林火災の抑制

森林火災の抑制
持続的森林経営

農地の持続的利用
湿地の水位管理

森林火災の抑制
違法伐採の抑制

抑制

促進
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住民との
ワークショップ

住民ニーズの把握

（次年度）
土地利用計画の策定
農法の改善案の作成

（次年度）
木材生産組合の組織化
森林消防組織への取組

（パランカラヤ大学の指導）

実現可能性調査
での支援

（次年度）
住民ニーズの
実現への調整

社会経済調査： 森林減少・劣化の要因特定及び今度の土地利用計画の立案

住民参加型での
ワークショップ
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社会経済調査： ワークショップの概要

 森林減少・劣化の要因を特定し、そうした要因に対処していくため、さらに持続可能な森林・土地

管理システムを構築していくため、住民意識を把握するためにワークショップを開催した。ワーク

ショップでは、以下の6つにグループを対象とした。

ワークショップの対象 ワークショップの対象とした理由及び想定した成果

村要職者
土地利用に関して県や郡との交渉等を含めて重要になってくると考えられた。村の

状況にも精通していると考えられた。

消火隊
村の発展を阻む大きな要因への対抗手段として結成された消火隊だが、効果的に

活動していない状況を把握することが重要と考えられた。

農民グループ
優良な農民グループを対象にすることで、農業に不適な土地において農業を持続さ

せる要因把握を目的とした。

大土地所有者
土地利用に関して大きな影響力を有していることから、REDDプラス実施に際して大

きな影響を受けることになると考えられた。

出稼ぎ経験者
村内での雇用創出や村外と村内での労働の違いについての意見を聞き取ることを

目的とした。

女性（母親）
家庭内を切り盛りしている女性の立場/子どもを育てている視点から、土地利用や村

での生活について状況把握を目的とした。

11

農作物を売るのが難しい

多くの土地が使
われていない

人がいなくなる

ジャワに帰る 出稼ぎに行く

仕事が村内にない

売るものが少ない

悪路

流通経路がない

洪水

農作物を売るのが難しい

政府の市場の
開発・政策がない

水路が排水しない

火災の被害に遭う

消火隊に
実態がない

消火器具が
ない

社会経済調査： 村要職者の土地利用及び生計等に関する問題分析
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人が村内に留まる

農作物（オイルパーム）
が売れる

多くの土地が使われる

ジャワに戻らない 出稼ぎに行く必要がない

村内に仕事がある

売れるものがある

道路の整備

流通経路がある

洪水が起きない

オイルパーム企業が村に来る

企業が市場を
持っている

排水路を作る

火災の被害に遭わない

消火隊が活
動する

消火器具
がある

社会経済調査： 村要職者の土地利用及び生計等に関する目的分析
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製材所でのメラルーカ材の加工 製材所でのメラルーカ材の加工

貯木場に積まれたメラルーカ材加工されたメラルーカ材

調査地におけるメラルーカ材の活用状況
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【フェーズ１： 準備段階】
REDDプラスに係る国家

戦略を策定する段階（途
上国でのキャパシティビ
ルディング等）

キャパシティ・ビルディングと戦略の開発
REDDプラスの実施： 戦略と活動の実施

【フェーズ
2： 試行段
階】

測定が容
易な指標
を活用しつ
つ、排出削
減の達成
度に応じて
支払いを
実施する
段階

【フェーズ
3： 実施段
階】
MRVシス

テムに基
づき検証さ
れた排出
削減量及
び吸収量
に応じて支
払いを実
施する段
階

メラルーカ林の保全により、間接的に荒廃地の天然林を保全

農業技術普及

メラルーカによる湿地帯での木材生産

チェックダムでの水位上昇による湿地保全とメラルーカの搬出経路の確保

森林火災の防止

大規模プランテーションの拡大防止

適切な土地利用計画の策定

森林火災の防止体制の整備

メラルーカの木材資源化と伐期延長

段階的なREDDプラス活動の実施（想定）
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活動量
（森林面積）

排出/吸収係数
（炭素ストック量/ha）

炭素ストック量

リモートセンシング
＆ 地上調査

バイオマス調査 炭素ストック量の算定、
及びPDDドラフトの作
成
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科学的/技術的課題への対処： 炭素ストック量のモニタリング・報告方法
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森林を階層化した後、各階層における活動量（森林面積）の分析を、
リモートセンシングによる実施した。

1985 2000

2004 2008

科学的/技術的課題への対処： 参照レベルの策定（時系列での衛星データ分析）

17

1985年の土地利用図（LANDSAT TM） 2008年の土地利用図（LANDSAT TM）

薄い茶色がメラルーカ林

2011年8月のヘリコプターによるRGBフォト撮影

地上でのバイオマス計測
調査（2011年9月）＋

土地利用変化の
モニタリング

炭素ストックの
モニタリング

科学的/技術的課題への対処： モニタリング
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科学的/技術的課題への対処： メラルーカ林の炭素ストック量

 メラルーカ林については、立木密度及び林冠の状況により3つに階層化した。各階層で合計10箇

所の調査プロットを設定し（左図）、メラルーカ林における炭素ストック量を算定するための相対成

長式を開発した（右図）。

 開発した相対成長式に基づき、メラルーカ林における炭素ストック量を高い精度で算定することが

できた。

19

伐倒調査（葉のバイオマス算定） 調査プロットの設定

伐倒選定木の抽出調査対象地の選定作業

科学的/技術的課題への対処： バイオマス調査の概要
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科学的/技術的課題への対処： 二次林の炭素ストック量

 二次林の炭素ストック量を算定するにあたり、LiDARシステムを適用し、植生高を解析した（左図）。

その後、各植生高の林分において設定した調査プロットの炭素ストック量を算定し、植生高と炭素

ストック量の関係式を開発した（右図）。

 開発した植生高と炭素ストック量の関係式に基づき、二次林の炭素ストック量を高い精度で算定

することができた。

21

結果： 本実現可能性調査の結果から算定したGHG排出削減量

 設定した参照レベル（青）とプロジェクト実施した場合（赤）の炭素ストック量の差から、本実現可能

性調査を事業化した際に見込まれるGHG排出削減量を推定した。

 その結果、プロジェクト実施後20年間で合計約33百万t-CO2（年平均で約1.7百万t-CO2）の排出

削減量になると試算された。
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次年度以降のREDDプラス実施体制（予定）

住民参加型の
REDDプラス活動の実施

（消火隊の組織化）

連携先
（早稲田大学／等）

カウンターパート
（パランカラヤ大学）

REDDプラス実施主体
（予定： 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）

メラルーカを活用した持続
可能な森林経営の導入
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